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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
バングラデシュの西北部にはバリンドと呼ばれる低位洪積台地が広く分布している｡従来雨季稲の単作
地帯であったバリンド台地では,1980年代に入って浅管井揚水港概が普及するとともに,水稲二期作を基
幹とする新しい作付様式が急速に展開していった｡本論文は,バリンド台地における乾季港概稲作の導入
に伴う二期作の成立,土地利用と栽培技術の変化,変化に対処する環境適応的農民技術,チャウニアと呼
ばれる逆小作制度の出現,チャウニアがもたらした地力低下の問題とそれ-の農民的対応などを明らかに
したものである｡評価すべき主な点は以下のとおりである｡
1.稲作の急速な変化の中で,一見したところ,農民にとっては外来の新しい標準的な栽培技術が席捲
しつつあるように見えるが,実際には,農民のもつ,その地方特有の在来技術がいたるところに活かされ
ていることを兄い出した｡例えば,地元の言葉で言い表した微地形,水文環境や土壌条件にあわせて作付
様式を決め,品種を選択したり,施肥設計を調整する環境適応能力の高さである｡チャウニア制度がもた
らした地力低下に対処するために,チャウニア地に堆厩肥を無償で提供することや,チャウニア跡地の雨
季作の稲品種を変更したりすることも,農民のもつ環境適応能力のあらわれである｡
2.浅管井揚水港概にともなって,揚水ポンプ所有者が乾季一作限りで行う逆小作制度 (チャウニア)
が広くゆきわたるようになったことを兄い出し,彼らが農村発展の先導的役割を担っていることを初めて
積極的に評価した｡従来の諸研究においては,売水する水主 (waterlord)やチャウニア経営者は,農村
における階層間格差の拡大や経済的な搾取,不公正をもたらす者として否定的に評価される風潮があった
が,本研究はこの間題に新しい視点を与えたものである｡
3.しかしながら,チャウニア制度のもとでは乾季一作限りの多収穫を意図して化学肥料のみを用いる
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ことから,地力低下が広範に生じていることを,チャウニア地における次期の雨季作の収量低下と同地の
小作料が有意に低いことなどによって推測し,関連研究者に大きな影響を与えた｡
4.バングラデシュにおける農業普及制度が,上意下達の情報の一方交通であることを指摘し,その上
で,稲基幹の作付体系が急速に広がりつつあるバリンド地域に適合した普及システムの改良策,すなわち,
国レベルから村落にいたる諸段階においで情報のやりとりが常に双方向に行われるべきシステム,につい
て提言した｡
以上のように,本論文は急速に変化しつつあるバングラデシュの農業および農村の現状を捉える新たな
視点を提供したものであり,作物学および農業普及と農村開発の実際面の発展に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡ なお,平成9年2月17日,論
文ならびにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される学力が十分ある
ものと認めた｡
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